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阿寒園並狡園

櫨藤樽患

阿寒園並公園は東北海道の屈斜路1摩周1阿寒などの

カルデラ潮硫黄山1鱗阿寒岳などの清火山を含む面積

87茗遜眺ヘクタｰルを占め紹和聾年王蝸に大雪山と共に

国立公園に指定された山その原始的で雄大な眺め硫

気口の近くに凄で近寄れる景観は最近の観洗熱の高ま

1)と典は全国的に著名となり訪れる人は多くなる一方

で彩る､修学旅行の観光.バスか幾合も連なって行く初

夏から盛夏にかけてはとりわけにぎやかである.

ここでは北の美幌を出発して阿寒湖へ痢かうコｰスに

した添って述べて行きたい血〔()内ば養万分の1地形

図〕

薬燦綜泰で(美幌･踊斜路湖)

美幌市街を出発した,バスはしばらくの聞沖積平野の

中を進んで行く｡水閏の両側には低平なスカイライ

ンがどご凄でも続いている､このスカイラインは屈斜

路火胴ま外輪山溶岩を噴出し花後紀火山砕層流を何回

も噴出堆積窓せて作った火山砕暦岩台地である｡直径

黛⑪数㎞で阿蘇勿ルデラと並んで世界でも有数の大書き

を示す屈斜路カルデラはこのようぽして形成凄れ危吉

勿ルデラとか火{砂層流ぽついては昨隼刎7蹄琳火

山とカルデプの項によく説明春れている,

屈斜踏火山が噴胴した火山禅庸流は南方の釧路市内で

もみられ碗葦北方では少なくとも王0数層知られて粘り

そのうぢ簸大のものは佳昌閥湖の緯凄で流れて行っ淀.

この火山砕暦流の間には陵成の砂礫層がはざ漢るが

そのうちの最上位のものは美幌層と呼ばれもっとも高

い所では海抜工2脈にも達している海成段匠堆積物であ

る.バスの左手の遠い崖にこれらが竃なっている状

窮1図

阿寒鰯文公園

繁内鰯

吉梅から美幌峰護で約10㎞の山道はさしたることもな

い｡しかしこれは次の美暢峠の景観の序幕である.

美幌峠は海抜525鰍で峠から見下すと湖面標高海抜141

㎜の屈斜踏湖が半月形に広がりその申に中島が浮かん

錦婁関薬概溺とぞ夢),ピ㍗)腐斜線艦取滅堆織物�
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織警鰯篶鱗撚繍凝脈

でいる｡屈斜踏カルデラの中央火纂服であが1嶋も

それ自体秘2箆の構造を有していることがよく認められ

る｡卿島火山は外輪山も串失火口丘もいずれも石英

安山岩の溶岩円項丘で軽石流堆積物もあり爆発によ

って火山灰を北東の斜里付近にまで飛ばしたと考えられ

今はあまり有名でないが

るだろう.

℀

将来の重要匁観光鴛一スにな

ユll･/!禰

固棚鋒殿並樹鰍

墜蟄鯛醐1雛総

優酢鵬嚢締

隷鯛讐…緒

排鍔蟻(桁擁締藩)

和欝準踏から州瀦譲で(棚斜賂湖)

和琴準鳥は串鳥と同じ屈斜路カルデラの中央火Q丘で

あるオヤ賞ツ{溶岩円頂丘が属礼部川の扇状地と接合

して半島状になりたものである岨溶岩円頂丘を形成し

た火成活動の名残りは半島の北端にあるオヤ鴛ツ地獄

をはじめとして湖面と岡水準にある数カ所め温療によ

って示されている｡オヤ鴛ツ地獄は湖薗では沸と多泉

となり最高!00℃で不気味な音と白煙を上げている.

半島のところどころは温泉があって地温が高いためか

北海遣には南西部にしかみられない｢ミンミン音み｣が

棲息し分布の北限を示すために天然記念物となってい

る｡

屈斜踏湖は面積η｡5賊湖面標高王21n1最大水深!25

臓で大部分は遂晦前後でありカルデラ湖としては日本

最大である｡､昭和3年δ月2鯛に屈斜路湖の繭榛に強

震が起こり死昔1名を出した.この時には湖近くの

地変のために津波現象が生じ串島の基部では湖水が東

側から西側へ濁流をなして流れたとのことである｡地

震によって生じた小断層は北酉一南東方向が多く南西

の山側に対して北東の湖水側が落下した｡和琴と屠礼

部聞め遺跡では北東側が約30c節沈降した麟糧秘実現さ

れた,このように北東側か沈降もしくは傾斜する寮

実は湖の周辺に発達する湖岸段狂の調査からも注員さ

れている｡それ塞ではヒメマスなど多くの魚が屈斜

跨湖は住んでいたが現在ではみられない､それはこ

の時の地震で湖の申に強い酸性の澄泉が湧き出し水質

が変化して魚類が住むのに不適当の状態になったため

である,

屈斜路カルデラが形成された隼にカルデラの中には

象慧⑱溶瀞蘭頂猛締アトサ翼プリ勿形浅費液蛾滋じ

複雑な地質を赤じ概煽｡定の勿泌労券壷獅究松花北海

道爽学⑳勝勢助教授醐臓のぶ夢熔示してい訟車窓

か留み蒐る小商い猛り丸山ヌブリ球ンド1土;オプタテ

訟汚狡醐壮秋悉裟紬閉な塚はみな溶岩悶頂猛である..

凋斜蹄糊の策瀞副漆液の湯砂湯伝吠崇温泉秘蛇ん

弗雌1榮慨榊･らみ削嶋火1ゆ地質問(蹴棚§㈱㍍忍)一�
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でいる血これはいずれも郷～?晦娯δ､餐～6｡磐を示川湯温療は約50カ所にわたって自然湧出する温泉群で

している｡他の湯は周囲50狐ほどの湖1こなりている天火山灰層や沖積層の平野に湧出した温泉が川のように

然風呂であり砂湯では砂浜を掘ると湯が出てくる｡流れているので川湯の名カミ生じたといわれる｡地温の

ここは潮水が暖かく遠浅でキャンプ地としてに妻わっ重直分布をみると地下20～3㈱の濠所に最高6晩の澄

ている･療水淋が)その下記は五〇む前後の地下水然あってそ

屈斜踏潮地域の鑑質総積数れぞれ被圧状果をなしている｡

年遭.P

§⑰⑪

工,o⑪o
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､狐｡⑪⑪

麟燭火山

〔大ぬ販層序〕〔溶岩〕

串蓉鰹(菱認)

形M騒魂唾

央成M藪…ち圏

吻ふイジュ島漆砦円頂登

カ鮒鼠一走出

ル意地十j(嬢濁軽看)

ヂ

撃滅鐙吹

形

臓滅鼠一五

琳溝

繊漱簸蛾輸

煽ξμ階

爽

凶脇第

一州漸鰯鰻虚艦織物…一一…一･

雛1篶

簸惇淡溝

酋鋼殿混雌艦飾

鰯斜踏漆繕麟綴緒

瀦斜鶴鉾輸;兵1溝矯

新潮アト労潔フカ火出欝

〔火1カ灰麗序コ〔漆緒〕

At哨(タマ秀宗シ火祭闘く)

所

期

ア

ト

吹

潔･

リ

拠

し王;

灘

蓋

A重一bダト妙累プリ山

薪期円頂丘溶岩

アトサヌァ五リは暮

盲期照頂娩溝艦

マ索ワンチ吹プ山

門項僅漆砦

サ皿ソチ吹プ泌

岡項辰漆砦

At㌣リシ"旧頂ま溶岩

オプ夢矛シ皿ケ山

岡項丘疹暑

トサ雀シベ出

田贋丘疹箸

狐フシ攻㌢独ツ山

湾頂丘溝幾

鮒遂搬独湾臓､墜漆諸

渓プリ毒ン拝凶

隅頂虚溶潜

施泌悶猿澄漆緒

摘婁

滅餐一喜エ灘阿寒岳ボン叩チ

賊餐一筋轟津シ簑繰繁

アリ

ト磁

サ黄

ヌ鎮

プ床

M芭軸}阿寒蜜全形成

低

位

泥

炭

形

成

和琴人類遺跡(北筒式土器)

嬢周加崎ラ形成

嫡畷灘轟鷲鋤鰯婚

…一顧斜鶴潮溺筏柳陸と慈㌍

グト吹苓ブ肋ジげ薫脇黛

グト労篤ブリ火岬籔醐鰯始

沓顧祭鵬潮雛成

溺斜縞幻豪勢緊形成

､勢獺トぬ苦労呼寅劣リ第ブ

軸1賊｣

(麟於聯21はる)

この温泉水は約2ぬ南にある硫

黄山周縁の硫気孔から層状泉と

して流下し川温でζれか地表

薗と混って自然湧出しているわ

けでこれより下流では温水の

湧出がみられない苗泉温は鑓

～6的で南部の泉源に近いほ

ど高く北部では60℃以下とな

っている山,ま花藷しく強酸性

(P則､留～2.4)で硫酸イ赤

ンに當んでいる｡川湯温泉か

ら発散している熱エネルギｰは

46×五〇7ca玉/分と推算書れこれ

をさらに硫黄山北部にまで広げ

て考えると繍.以王ぴ副/分と

なりその瀕模は登別の地獄谷

⑳温線熱ユ率班栄一と同格で勅

るといわれてい蕃昔

硫讃山にて(屈斜騰湖'

硫戴山は正式ははアト労累ズ

リ噺期溶岩円頂症蜜呼ばれ潜

火山怒しては単にアトサ黒プ皿

&も密丸てい為由アイ累語で

は箏裸の岬の意瞭といわれ咀

恢色⑳山周肋婁な慧蛸し紅なり

白い水蒸気些幾亀吟昇華硫蔑と

淋鴛ントウ浅衿をなしてい為｡

㍗のぶ批平地は硫気孔淋蕗り

てすぐ近くまで蘭学に近寄るζ�



一概一

とかできるのは珍しい.また白樺の林や平地にハイ

マツエゾイソツツジなどの高{積物が生克ているのも

珍しい景観である｡

アトサ翼プリとはこの硫黄巾芯けでなく屈斜路勿ル

デラの形成後に践出した火山灘を総称して呼ばれ成層

火山形成一軽石の噴出一再びカルデラの形成一溶岩円項

丘という一連の火山活動を指している｡アトサ翼プ

リの外輪山は海抜湖～蜘搬直径約堪㎞深さ雌0～

蛎O膿で南部と北部東部は欠けている.その後に噴

出し花軽石はおも紀南西部の釧路川沿いにみられる秘

露出ぽ乏しい｡カノレデラ形成後にさきほどバスの中

からみた丸山や第プリオンドをほじめとする亙0あ漢り

の溶岩円頂丘が生成したかこれらは約7000年前に活動

した摩周火山の重層の噴出を境にしてエ期と皿期とに大

別され硫讃山はその最後のものである.このことを

調べる危めに勝井助教授は各円頂丘の頂上で穴を掘り

f層勿胴上にあるかないかを確かめた.f層があれば

より古くなければ新しいわけである.

硫黄山は宵期と新潮の箆璽の円頂丘からで慧ており

硫気清動はこれらの円頂且の周辺に激しい｡灰色⑳岩

肌をみると粘性の高い溶岩が流れ出た時の流理構造が

よくみられ新期円頂昆の上はは拭熊落し火パと呼ば

れる爆裂火峨欄いている､原色の岩は一屍堅硬のよ

う鷲ある淋叩く詮ずく測れるガラス質宥英安山砦(Vd

型鎌｡婁獺｡馳%)芯齢る｡

硫気孔の周り紀は昇薬碗讃を室体とし花鉱床秘あって

鍛遊漢で硫讃秘操掘凄椛稔繍含は鉱醐跡は蕊一渓添ス

列味な搬てい蕃｡硫蔵出⑳鉱廉は淡恋隠明治遡隼頃

か蟻注属慈れ娑鱒は標系蜜恋鉄道を作搬で原鉱を輸送

しそこで精錬を行な棚で製品は船で鋤踏州塾剃周レて

搬出したという｡以来昭和20年謹で総計3δ茗000tに達

する製品を産出し昭和3弾終も月平均600t以上の生

産淋あった昔硫気孔の上紀岩礫や砂を撒布しておけば

比較的短い期間に昇華硫讃秘付着して鉱石になるとのこ

とである.

摩周ガルデ㌘(摩周湖)

バ効婁摩周釣ルデラ中腹の急飯を登るにしたがい今

まで見学して来た所が次第に低くなり藻琴山から遠く

雄阿寒昏凄でを一望の下記見渡せるようになる.しか

し第3展望台につくと今度は反対燈山側の眺望が開け

切り立っ淀崖の下は摩周湖の湖繭か広がっている｡摩

周湖は繭積20鮎霊湖面高度海抜36畑最渤王批で霧は

包凄れている時が多いので湖面を見渡される機会に会

うことは少ない｡湖には出入する河川かなく以前は

棋界一の透明度(4王.綱)を誇ってい淀が最近では約

30剛己下り日本でも秋岡県の田沢湖の次となった.

湖の申ばは溶岩円頂丘のカムイシ払が湖面の上に高さ25

独の頭を出している｡

錦?関餓韓ψの碗気孔ξ流馨構造�
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1摩周湖は屈斜踏カルデラの南東壁ぽ生成したカルデラ

湖であるかこのカルデラのでき上った経過は周囲の火

山灰の調査により非常にくわしく知られている｡今

から約!万隼ほど前溶岩と火山灰が噴き出して大きな

成層火山カ婁でき上った｡雄阿寒醤もこの頃活動を開始

している｡この成層火山の山腹カミ今登って来たバス遠

路の坂であり展望台はちょうどそのδ合目か6合員あ

たりの所だったに違いない｡その火山の噴火が次には

軽石を吹き出す噴火に性質が変わり激しく上空に吹き

上った軽看や火山灰は偏西風に乗って東方の根釧原野

に厚く堆積した有その聞にも軽石自体の性質が次篤に

変わり遂には山腹をはい下って行く軽石流(購周重層)

の噴火となった.ごの時代は森林が焼けて木炭となっ

た炭素の分析から約7000年前であることが分かってい

る.はい下ったといっても勢が券常に激しく一繭

に灰神楽ぽなっ淀花めば摩周重層は意外ぽ高い所や遠

い所紀漢で分布している｡おそらく東北海遺一面が砂

漠になったに違いない｡大量の軽石火山灰が噴出し

て空ぽなった所へ山体カミ落ち込んで長径7.5㎞短径

6㎞の楕円形の凹地摩周カルデラかできそこに水か

溜って摩周湖となった山摩周カルデラの壁が屈斜路カ

ルデラの壁はくらべて急なのはでき上った時代カミ新し

ぐま芯それほどの侵食を受けていな

い故で鉦る.

しかし摩周火山の活動はこれだけに

止まらなかった｡湖の中にはカムイ

シュができ一方の南東部には寄手に灘撒

みえるカムイヌプリができ上った,

カムイヌプリも何回かの火山灰濠降婆

せ刷潟血墨薫績約6◎o舘前憾は

1､臨^深さ蛎晦⑳火輔陸慧花､

展望台付近縫厚く堆積修勧鴫粗い軽

肴がそ托湾滋る｡

第王麗望資からよくみえるカムイ

錦曇鰯

麟燭簾王濃望台

秘蔭の醇鰹

ヌブリの山麓にむき出しぽなっている沸い岩肌はこの

降下鞍宥林地上ぽ積み重なった時に漢だ熱く自らの重

みでガラスが再び融けてくっつき合ってできた溶結凝灰

岩である.このような降下軽石起源の溶結凝灰岩は

十和田勿ルデラの観測台にもみられるか比較的例の少

ないものである古

湖繭に降りるのは第1展望合から少し南へ行った所

に綱遺がある咀外輪山溶岩がありその下記屈斜賂カ

州1ン…嗣肚曽叶

一舳1繊

欝簿鰯

℀

脇一d

鮎祖一長

眺I葦τ;

Mポ9

ピ

一/､｣ゾ

一

一刈童｡(1衰節

簾北雛遺に捌ナる水ぬ荻の公布を漣状鰯

△幼い

卿篶朽

欝工0閣第菖輝撃倉に細げ蕎摩周b5層とbs層�



一桝一

青くすみきって静かに流れて行く｡

十

甜震婁.

疑1､議

･l1嶋

鶴工1図

鰍簿加抄デ祭の

塾盆地軍機造鰯

珊㎝位までの軽宥塊と細粒のガラスからなる火山灰に

岩片を混克｡時には黒い木炭が含まれている.この場

所の木炭で6､螂幻30年前という隼代決定がなされた山

踏切りから坂を下れば釧路川を渡り鶴子屈の温象街で

ある.弟子屈温廉は釧路川の川底に露出する新第三系

の割れ目に沿って湧出するアルカリ性の温泉で鋤りて

湧出口は現在跳あり弟子屈消防署前の泉源は9撃,犯の

高温を示し湧出口の蓋を除くと高さ§～工晦の銭湯

カ婁5分間毎に闇歓的にくり返す､釧路川は温娘の敵か

錦子屈はζのほかぽ地震の町としても知られている｡

屈斜踏カルデラから摩周勿ルデラを形成し花地下のカの

余波郊今な潟続いているらしい白すでに和琴半島の

所鷲述減稔樋斜路地震劣迂の地蜜で延び昭和2豊年王月

栄縫緑潔グ器チ孤一晦7～6｡笈驚度wに達する地震

瀦数回趨慧り老の余麗は3凋蜜鷲続い花｡その後も

照秘峰繊隼1菰心地霧然趨蔓繍鷲嶋吉ζれらはみ

楼災鴫惟⑳地麗登誇蒐島れ符満.

横餓遠路(弟子屈)

弟子屈から阿寒湖畔蜜での42㎞園遺蜘号線淋よく

知られた横断遺路である.はじめは平担な台地の上を

左手に遊覧飛行の飛行場を眺めながら一直線に遣踏かつ

づいている｡宥等のペケレ山や美羅尾山は新第三紀

末から第四紀初めにでき淀安山岩の山体である｡約!5

㎞進むと道路は山地に入り横断遺路という名前通りの

様相を呈してくる咄遺は屈蔵し谷は深く山はきり

立ってくる､道路の傍は切り崩され露出する岩石は

新第三紀の火山角礫砦から凝灰角礫砦で篇礼部層と命

名されている,それらは変質を受け叢鉄鉱の鉱染や

精土化緑亀化を示し外来の岩片が多く層理の示すこ

と淋少ない無淘汰の地層でこの時代の火山活動の徹し

きをしのぱせる｡

横断遺路は昭和のはむめに作られた道路であ納芸当

初は道幅も狭く屈曲が激しい難路怒りた｡バスの最

後部が遠路の端から崖の上に浮いていることもあったと

のこ&で勘る､しかし最近では度重なる改修工事の結

果快適なドライブ道路となっ淀皿バスは清水の沢で

小休止し夏でも冷花い沢水が乗客の掲をいやす｡

阿寒カルヂ㌘(河寒湖)

横断遺路の急坂が終わって平たんな道が両側の林をわ

錦至網双衝育からの離阿寒儀峰遠方)と緯阿寒舞伸央前方)�
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けて進んで行くとここはすでに阿寒カルデラの中であ

る｡阿寒勿ルデラはほぼ楕円形の屈斜路や摩周カルデ

ラと異なって北東一南西いわゆる知床方剛忍畏輔を有

する長径2遂㎞短径峨柳ぽぽ長方形を示しその形成

は屈斜路カルデラよりも苦いためカルデラの形も明瞭

でない､しかし地質調査の結果から外輪山の形成一

火山砕屑流の噴出一カルデラ形成といっ花一般的牟カル

デラ形成の順序が知られている｡阿寒カルデラの長方

形は基盤の構造に支配されている,知床半島から阿寒

カルデラ剛晒にかけては串新世のプロピライトグ

リンタフなどが背斜輸部を形成し両側ばは中新世から

新鮮世にかけての頁岩泥岩凝灰岩などが緩い傾斜を

なしている｡一方南西の炭開地帯では北東一南西

方向の断層か卓越し軸部には自亜紀層カ§あってその

両側に順次酋篤三紀層新策三紀層の堆積岩が分布して

いる白第三紀から錦四紀はじめにかけて知床半島の

方向にのびる軸に沿って地層カ婁ぐんぐんもり上り遂に

双轟台阿寒カルデラ最初の展望は双毎台にはじ

まる,双岳とは雄阿寒岳(ピンネシリ)と雌阿寒岳

(マチネシリ)とを指している.海抜1,3?1軸の雄阿

寒昏が員の前に迫り噴煙を上げている雌阿寒岳が左手

遠く虹かすんでいる.双岳台は横断道路の最高地点で

海抜約7301nである.雌阿寒岳の噴煙は2条あって

山頂侍近からのはホンマチネシリのその右手一段低い

が優勢なのは中マチネシリの大噴である.

雄阿寒岳この山山は初期にこそ軽看を噴出させ

たが(約n,000年前)その後はほとんどか溶岩流ρみ

からなりそれぞれの溶岩流の流下した様子カミ航空写

真や地形図によく表われており同心円状の明瞭な波紋

を作っている.山腹は大小の溶岩塊からなって為り

登山遠路以外は危険が多い苦豊凶遺賂は哲側の水門

からと南尾根からと2通ρあるが前者の万カし般的

である｡後者は薮が深く濠た餐万分の1地形図の道

は間違っていて直接山頂に行かないで左にそれ海抜

瓢鰯

嬢隅寒翻ヒ斜鰯の溶岩

流地形

パンケトｰ批鰹ゆ単滑

1擬鰐嵩雌綴�
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1珊･り洲.^

篤1遺懸阿寒湖おぷぴペンケトｰの矯深鰯綱串鎗1925による)

が判明しだ串最近では遣踏が改修されて阿寒層灘の

凝灰質砂岩凝豚角礫岩かよく露われるようになった､

目に近づきつつある由双湖育の酉の雄風寒屠との閥ば

は大正14年に閏申鋪舞宣樽金悠淡りて繭沼&閲添慧杓

た所があるカミ現在では莞金な澄地おなりている苗双

湖台にもまた安山岩添露出じ郁浦撚随芥⑳巖潰晦

も降りると珪藻土質掘砦淋露われて篤り0鵬繍脇燃

§p.あるいは3妙紡郷妙泌鞭｡な婆の珪藻被株を含

み海成層である慧おを赤じている苗

双湖台から道路秘じぱらく行くお屈曲篶疋不り艶な

るが道路のある新欝三系の斜面&雄阿寒溶岩⑳斜繭鉦

の境界が明瞭である､なお蔓の斜繭の韮縫雛阿寒醤淡

活動を始め彪時に噴出じ液軽看層淡鷲鰯以滋の厚慈恐

おおっている､ご牝は雄阿寒療か島商策熔分布篶恕､

雄阿寒温慕か島氷欄横断遣踏秘繭⑱鋤脇が高

くる国道240号線差含う三双路⑱所縫雄阿寒澄凝然あ訟

このあたりの平地法宵阿寒湖め蛇漢顯瀞耽所であ篇昔

雄阿寒温泉は古くから湯の豊富な

所で知られていた｡澄剃ま陳寒

川沿い約δ00独の間に30カ所以上

知られ一部には沈澱し花看灰華

然みられる岳

阿寒湖の水は水門を通るのと

太郎潮次郎湖を通りさらにも

うひとつは雄阿寒醤溶岩の下を

伏流することによって擦水されて

いる｡阿寒湖と太郎湖との閥も

伏流である.水門は北海道電力

によって管理されているか水位は

常ぽマリモを枯死させないように

調節されている､水門の所婁で

遊覧船カ塊りこのあだりぽは島

カ蛋多い｡道路の左手では盲阿寒湖を雄阿寒居溶岩がお

おっている白

阿寒湖は水繭高度海抜連工晦周囲2舳繭精工2｡鯛㎞2

最深36.肋で湖帯には大島(オン率普シリ)小島(ポ

ンそシリヤイタイ奇シリチウルイモシリの島淋あり

特別天然詞念物の亨リその棲息で知られている｡㌢リ

帝は緑藻類シオグサ科紀属しその分布はいちぢるしく

限られアルプス山帯北アメリ勿にも産地があるが日

本では阿寒湖に限られて生育している珍しいものである.

湖中には虹メマスワカサギウグイイトウなど魚か

多い.支笏湖や十和囲湖のヒメマスはここが源産地で

ある,湖底は起伏カ砂なく単調であるが雄阿寒岳の

山脚部は急斜して深く雄阿寒醤の噴胴後ぽ基底部が沈

降し花ζ&を示している､湖の周麗終は挑商駁～五0m

鵡～淑搬⑳湖堵段症秘裏段認められる世

阿寒湖騨の温嫌は育綱沌細魯杓てい柁添劾ル第ラ

陶紀はζの他にも濃嫌秘多い､恐れらの澄凝は地質構

造紀案配養れているよ夢で酸性一強酸性温疑は耽北東

方陶をおって遊び締締η肋リ性刺蛇ん濠難純凝に

近い湖騨締雛厨寒温巣はζれ些爽践じ懇酉挑衝績配列し

珊鴻｡陳寒湖の憾ぽ串染縫冬拳漢顯花く嬢繕しない

淋務るいは氷の薄い部分湯満る｡慧ζでは湖底隠温

巣淋湧蝪じている慾の養携察窓舵鷲煽｡

欄鮮を一通りみで鰯影夢.背くか蟹澄疑湧山湾鋼ら

槻花紳雑嚢山は基盤の軽宥凝灰岩秘澄察沈澱物鐵って

固緕きれ花ものであり木の築屹宥瀦雛密れ篇慧墨淋あ

る串博物館のおる駐車場⑳崖紀は前述の塾盤瀞滋る

串新世の軽肩凝豚岩添露出ずる昔1蛇形濠塊状鷲踏る�
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制脳嫌狸〆

れはフレペツ番の下に埋っている病の択溶岩悶頂長か陥

没し危際に噴出し夜ものと推定されている.バイパス

カ掴遣と合う所は切り割りになっており湖岸段丘堆積

物の上に雌耐寒火山(おそらく阿寒富士)から蹟贈し花

火山灰(雌阿寒b層)がみられる｡褐亀秘ら黒釣のス

の潴火山

コジヤで層厚は25㎝である由その蹟出時代は長く

北海道の火山灰調査をさ1れてき淀山囲忍博士によって

㈹0～懇00年前に噴出したものと稚憲窓れている｡この

付近では維阿寒も層の下から縄紋中期～晩期初頭(約

3⑪⑪⑪～§000年前)に相当する遺物か産出している.こ

の外にも妹ツケでは黒曜有製肴籍がみつけられていたり

雄阿寒温泉ホテルを建鍵のため裏山を切り崩したら石

器秘出土し危記録がありかなり音から先住民が住ん

でいたわけである.

雌阿寒岳(阿寒湖上足寄)

雌阿寒居紀登るには湖畔からと両側の糠阿寒温泉(旧

野串温泉)からのと2通りの遺カミある｡雌阿寒火山

は複雑な構造をし花火山で噴煙を上げていたが昭和30

年n月紀初めて水蒸気爆発を行なり忠､以来北海道

絡おけるもっ&も危険な山のひとつとして登ぬも禁止さ

れていたが最近やうやく落ちつきをみせて来たようで

ある害この火山はフレペツ長やフップシ屠船形成した

後悠初め策側紀南醤工圭04畑山東醤な肋婁でき

灘鰯鵜㍗�
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策17図雌阿寒火山地質

次いて剣ケ峯纈ブ山に引きつづいて中ブチネシリか大

きな山体紀生畏じた.串亨チネシリは火山砕庸流を噴

出して頂上添二重に陥没してその申は溶岩円頂侵を作

り花.その後円褒丘の西半に爆裂火帥欄きその中

紀大噴ど呼ばれる硫気孔秘今も激しく情動している白

その後北山西山ホンマチネシリ添寄生的紀噴出生長

磁

摩燦翻1.

團

圏

1繕11-1

固{

嚢養111

匿壮

嚢j1蛾薫

鰯,

工〕狗11

翻

毅添

固

當

､騒

圃

し最後に南側に円錘状の阿寒富士が

で慈正念･施｡ポン潔菰漆シリの褒上

､縫は蓬蟹⑳爆裂災騨沸り災潟底や

災悶壁懇は機氣潜動秘狩稜勅牝昭和

約弗ρ滑動はζの爽憾⑳蘭策蟹紀沿繊

滋行なわれ花帯

湖騨から登山道路を行くお約蝪時

閥余りで五色04狽山と東醤の鞍部絶逢

する｡芯の工垣蛾滋山の南腹腿は魯

揚鉱廉あいゆで硫気潜動秘激しくか

惣恋碗蔑秘擬掘凄れ液ζ肋鴇る.

澄幽遠路淋鋤ケ峯⑳山腹を横切る際に

左等の谷を下って行くと厚い中マチ

ネシリ溶岩の断面をみることができ

る､この溶岩流は発泡部が配列して

特異な流理構造を示している吉剣ケ

峯の途中まであっ花植生も次第紀薄く

なり申マチ率シリから上紀がげでは

来た由

明治婁O牢3蝉を歓続駒ぽ稼行されて

紹和27年がらは阿寒硫黄鉱凶として再開され

翻鰯

瞭然賛練シリ簿幾餅蛸鰹構遺�
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徹萎コ鰯

一､鰯,..鰯葦蝋咄轟･

鶏正鰯泰ン坪繁ネシリ頂上から簾方阿寒鰯と灘陶寒艦を裟秘等鮒窟噺呼チ率シリを大噴火臓

うに闘吏花と述べている｡このよ夢は最初は深い琉気

孔であった大噴も周囲が擦掘ぽよって次第に翻り下げ

られ遂には高紅0数滋の煙突状になってし蜜つ液｡

休山までに火口内は約20腿以上掘り下げられ液､

ホンマチネシリ(五,50腕)は雌阿寒昏の最高峰で

ある赫申マチネシリの上の寄生欠凶であ欄て実際の

高さは3む晦位のもので彩る｡その北壁から東を眺め

るあ事前ぽ帯マチネシリの砂漠があってその向こう

に阿寒湖と雄阿寒岳がみ克さらに遠く屈斜踏カルデラ

から釦廉の火山が連な切ている畠一方南方をみると

眼下紀斌ンマチ率シリ火口内の青沼の跡がみ克その向

こうに阿寒富士カ§そぴえている苗この構園は阿寒国立

公園の宣伝によく使用されている.

西側の雌耐寒温泉から登ると約2時間半で直接ポン

環訴率シリ火獺鐙縫鐘衣澄､途中西山の薄い王'搬前後

の厚塗⑬溶砦流当鋤出物詮⑳互層がよく観察できる.

阿寒當劃副漢潔紗球労沫籔リとの鞍部から真直に頂上

を禺指じ災絢鋤分湾登る芯繍婁できる､ス蟻リヤでお

おわれ花蜜り潅慧繰鋤⑳慈傾斜蜜壌捗前進五幾ずり落

ちな勲泌雛晦薮登蔭繍労杓はならない｡阿寒蜜圭は

雌阿寒火山の中でももっとも塩基性の紫蘇輝石含有普

通輝看轍櫨石安山岩質で山体の裾野は溶岩流が多く

鷺イカタシ薗湊川に沿って遠く漢で流れているが主部

には火山弾火山礫か多く篤もぽスけン求リ式噴火

1はって形成されたようである｡阿寒富士の山頂東部

には表面温度奴～50℃を示す部分があり活動は裏だ余

勢を保っていると推察される血頂上からは釧路平野か

らはるか太平洋まで眺めること淋できる.

釧路への遺

阿寒湖からは遣は北の釧北峠を通って相生へ酉ば足

寄へ出るζと茄できるがやはり南わ釧路へ出るのカミ便

利である岩地質上で今まで屍学しなかったのは阿寒溶

緕凝灰岩である1これは北の釧北峠から坂を下った所

に道路傍でみるζ&がで書る｡南方では不徹別の段丘

の上でみることができるかいずれにせよ不便である古

釧路までの途中きっと真自な鶴が今までの労をね

ぎらって見送ってくれるに違いない,(繁者1ま北海道支所)

譲籍焚織

瀦弗義雛(脇警)1阿寒･瀬斜踏火は勝

地球科挙鴛⑩､鍋

勝井義雄(王搬):§労分の更地質剛薦

㍗鰯斜踏湖｣北海道鰯発浄

麟弗義雄1館藤博怠(工螂):§万分の亙

地質鰯幅臓繋如北海道闘発庁

俊藤博葱(蝸§):s万分の王地質図礪

ザ阿寒湖｣地擬調養所

像藤樽忽(蜥｡):蜘万分の王地質融隠

㌘斜馳地質調養所

後藤博之1鐙兇漢弘:δ万分の互地質鰯

幅ザ鶏矛樋J北海道闘発浄

灘寮擁唯鴫馳鵬(㈱):室

として勿義イ翼プリ醤約五豚の分布

紀ついて北海道農榮試験揚土性調

養報箸勤｡｡至3

ば晒忍(工鰯):火出噴出物の堆積状態

か蔭み淀伸糠徴ほおけ副ビ海溝火出

の火山潜酬ご関する研究

地固研専報口◎,8

翻鰯嫌ン蝉繁楽シリ褒上から防寒窟金蜜み義�


